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D-74 糖尿病確定診断後の患者に対する連月のインスリン（ＩＲＩ）の

算定について

《令和元年８月２９日新規》

○ 取扱い

糖尿病確定診断後の患者に対するインスリン（ＩＲＩ）の連月の算定は、

原則として認めない。ただし、症状詳記等から薬剤変更時、コントロール

不良例、治療方針の評価及び決定等、連月の算定の必要性が医学的に判断

できる場合は認める。

○ 取扱いの根拠

審査情報提供事例（平成 18 年 3 月 27 日第 2 次提供事例）より「原
則として、糖尿病確定後の患者に対して、インスリン（ＩＲＩ）は認めら

れる。」とされ、その理由として「糖尿病として診断されても、その型別

の判断が困難である症例も見受けられる。糖尿病の病態把握、特にインス

リン抵抗性を知るために、一定間隔での経過観察が必要な場合もある。ま

れな病型であるが、slowly progressive Ⅰ型糖尿病においては、発症初期
には一見Ⅱ型糖尿病のような臨床症状を呈する。」としている。

インスリン（ＩＲＩ）は、インスリン分泌能の評価を行い、病型の診断

（Ⅰ型等）を行う検査であり、病型の診断が既に行われ症状が安定してい

る患者に対しては頻回に実施する検査ではないが、薬剤変更時、コントロ

ール不良例、治療方針の評価及び決定等、経過観察が必要な場合もある。

これらの状態が病名又は症状詳記等で医学的に判断できる場合は、連月

の算定は原則認められると判断した。

以上のことから、糖尿病確定診断後の患者に対してのＩＲＩの算定は、

一定間隔での経過観察が必要な場合等もあるため認めるが、病型の診断が

既に行われ、症状が安定している患者に対しては頻回に実施する検査では

ないため、連月の算定については原則として認めないとし、症状詳記等か

ら薬剤変更時、コントロール不良例、治療方針の評価及び決定等、連月の

算定の必要性が医学的に判断できれば認める場合もあるとして取り扱う

こととする。


